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研究成果の概要（和文）：分散環境下でのグループ学習を支援するためのツールであるGroup Memory Support System 
(GMSS)の活用よる効果的支援方法を調査・提案し、その有効性を検証することを目的として実施し、次のような検証結
果を得た：①GMSSログをソーシャルプレゼンスの代理指標として検証した結果、GMSSの機能と代理指標との間には十分
な相関が見られなかったが、代理指標と学習移転には中程度の相関が見られた。②GMSSの活用度合と学習に対する満足
度の間に相関関係が確認された。③新たに提案した「参加型ファシリテーター」の存在が、発言数や発言階層などから
見て議論を活性化させることが確認された。

研究成果の概要（英文）：In order to support a group learning under distributed environment, Group Memory 
Support System (GMSS) is used to investigate the effective support. Field data were used in this study, 
and the following three results were obtained: 1) using GMSS’s log data as the surrogate parameter for 
social presence, a mild correlation was found between social presence and transfer of learning; 2) there 
was a significant correlation between GMSS’ usage and satisfaction of learning; 3) the role of a 
participant facilitator was proposed, and it is found that the facilitation by a participant facilitator 
encourages group discussion.

研究分野： 経営情報システム
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、情報化やグローバル化の進展、経済

情勢の急速な変化への対応など、社会人にと
って新たな知見や経験を得るための多様な
学習機会の充実（生涯学習社会を実現するこ
との必要性）が高まっている（平成 20 年度
文部科学白書第1章「生涯学習社会の実現」）。
高等教育機関の役割も変化し、社会人教育を
主体とした専門職大学院も増大している。し
かしながら、多様な社会人受講生から構成さ
れる教育プログラムにおいて協調学習を行
うには制約が多い。グループ内で意見交換や
コミュニケーションを行う機会が少ないと、
グループワークによる学習効果も期待でき
ない。このような学習環境を支援するために、
時間的制約や距離的な制約を緩和し、学習利
便性を向上させるための仕組みが必要であ
るが、その様な学習支援システムに関する先
行研究は希少である。 
 
２．研究の目的 
社会人教育プログラムにおける ICT を用い
たグループ学習支援システム（Group Memory 
Support System、以下、GMSS）の効果的活用
方法を研究する。大学・大学院などの社会人
受入れカリキュラムの増加により、社会人が
仕事と並行して学ぶ機会は増大している。し
かし、勤務地や住居が異なる地理的制約や時
間の調整など制約が多く、特に授業外の時間
帯に行うことを想定されたグループワーク
などの協調学習は実効性に乏しい。これを補
完するために利用される BBS（Bulletin 
Board System）などの意見交換を支援する
システムにおいて実質的で活発な議論を喚
起するための要因として、「議論構造の可視
化」、「課題設定」、「ファシリテーターの介入」
の 3 点を取り上げて研究した。 
（1）「議論構造の可視化」により、受講者が

自らの社会的存在感(Social Presence)
を高めて積極的に参加するとともに、よ
り論理的かつ効果的な議論展開を行え
るかについて研究した。 

（2）どのような「課題設定」を行えば、受
講者が課題解決に対する価値観を共有
し、議論が活性化するかについて研究し
た。 

（3）議論の活性化を目的とした具体的な「フ
ァシリテーターの介入」方法は何かについて
研究した。 
 
３．研究の方法 
研究に必要なデータは、社会人を対象とした
MOT 教育プログラム（CUMOT）に参加す
る受講生が平成 22 年度から利用した GMSS
の利用実績（履歴）データ、コース前後に実
施したアンケート結果、プログラム修了時に
実施したアンケート結果を用いた。 
○平成 23 年度 

ICT を活用した協調学習に関する既存デー
タを用いた GMSS の分析を行った。GMSS など
ICT を用いた協調学習に関する有用なデータ
を活用し、これまでデータの分析を行ってい
ない平成 21年度及び 22年度に実施したプロ
グラムのデータを「GMSS を効果的に利用する
ための社会的存在感（SP）」「GMSS など ICT ツ
ールを用いた協調学習の効果」「ファシリテ
ーターの介在が議論の活性化に与える影響」
の 3つの観点から分析した。 
○平成 24 年度 

① 既存 GMSS の社会的存在感（SP）の増幅
に関する仮説構築した。平成 23 年度の
既存データの分析から GMSS 活用時の
SP を増幅するための施策を考察し、実
際に運営するコースプログラムに反映
した。 

② GMSS の利用履歴データを非構造化の
議論データと比較分析するなど、GMSS
による議論構造の可視化の影響を検証
した。 

③ 「参加型ファシリテーター」を定
義・提案し、参加型ファシリテータ
ーの影響を実証研究により検証した。 

○平成 25 年度 
① GMSS の議論データからソーシャルプ

レゼンスの支援という観点から分析し
た。 

② トゥールミンモデルを用いて GMSS に
おける議論構造の可視化・定量化につ
いて分析した。 

③ 過去の GMSS における議論データから
発言の評価基準を作成し、ファシリテ
ーター介在の有無による比較分析を行
った。 

○平成 26 年度 
① SP に関する当初の研究目的は前年度

で達成しており、終了している。 
② 議論構造可視化の分析方法として

の「トゥールミンモデル」適用をさ
らに分析検討した。 

③ 参加型ファシリテーターの介在に
よる)発言内容（定性評価）および発
言種別選択（定量評価）などを分析
した。 

 
４．研究成果 
○ GMSS の利用時におけるソーシャルプレゼ

ンスの研究 
本研究では GMSS の実践結果をソーシャル

プレゼンスの支援という観点から分析し、
GMSS の機能とソーシャルプレゼンスの醸成
の関連を調査した。GMSS で取得できる以下①
～③のログをソーシャルプレゼンスの代理
指標として、受講者のGMSS機能への有用度、
学習移転に関する認識との相関を検証した。 
①プログラムでは科目毎に課題に関する

スレッドを立てる．一つ目の代理指標では，



課題に関する議論での発言数の総数を用い
る． 
②プログラムでは科目毎に課題に関する

スレッドとは別に、自己紹介や余談を投稿す
るスレッドを用意している。このスレッドの
発言数を二つ目の代理指標として用いる。 
③課題に関する議論は、質問やコメントや

意見によって構成される。1 つの議論でスレ
ッドを2回以上続けた発言数を三つ目の代理
指標として用いる。 

検証の結果 GMSS の機能と代理指標との間
には十分な相関が見られなかった。しかしな
がら、代理指標と学習移転には中程度の相関
が見られた。本研究では、GMSS のソーシャル
プレゼンス醸成への寄与を、受講者への学習
満足度アンケートと利用履歴を基に検証し
たが、この分野の研究は未開拓であり、本研
究で提案した研究手法を含めて今後益々重
要な研究領域になると考えられる。 
○ GMSS における議論構造の研究 

GMSS が持つ“議論構造の可視化”という
特徴的な機能が、(1)どのように「学習成果」
へ影響を及ぼすのか、また、(2)どのように
活用することが効果的なのか、について検討
した。 

平成 23 年度は、まず「学習成果」につい
て検討した。本研究では、サービス産業にお
け る 顧 客 満 足 の 因 果 モ デ ル で あ る
JCSI(Japan Customer Satisfaction 
Indicator)の考え方を踏まえ、「議論による
学習成果（即時、中間）」を媒介とした「学
習動機づけ（ARCS）」をスコープ内での成果
ターゲットにすることとした。これを踏まえ、
「議論による学習成果（即時、中間）」の評
価指標についても検討を重ね、GMSS の構造可
視化機能から導き出される以下の数値を以
って議論の（量的）成果を判断することにし
た。 (a) 発言数、(b) 発言種別、 (c) 発言
階層数。 

平成24年度は、平成23年度に実施した「正
規学習」（１授業）と「自主学習」を対象と
して、個人別「発言数」と、満足度有効性に
関するアンケート結果との相関を分析した。
その結果、自主学習での「発言数」と「学習
の満足度」や「グループ学習に対する有効性
評価」との間に相関関係が示唆された。つま
り、GMSS の活用が高いと学習に対する満足度
（即時、中間）や学習動機が高まると推定で
きた。 

次に、可視化対象である議論そのものにつ
いて、“議論の質的成果をどのように測定評
価すればよいか？”というリサーチクエスチ
ョンの下で検討を進めた。その結果、現状の
GMSS では発現単位での構造が可視化されて
いるのに対して、その一階層下のレベルであ
る文章単位での分析が必要との見解に達し
た。この文章単位での分析を進めることによ
って、議論が最終結果としてめざしている
「合意主張」の論理構成とそれを構築するプ
ロセスにおける協働が可視化されるからで

ある。 
平成 25 年度からは、この文章単位の論理

構造の分析方法論として「トゥールミンモデ
ル」を採用し、各文章（または文節）に対し
て同モデルが提唱する 6つの論証要素（TM 要
素）をタグ付けする方法を試みた。平成 25
年度に、CUMOT のサンプル議論に対して実施
した結果、TM要素の分析によって議論の流れ
や個人別の発言内容傾向の差異、発言間の論
証構造などが可視化できるとの感触を得た。 

平成 26 年度は、同年度に実施された別の
授業での議論をサンプルとして分析を進め
た結果、前年度とほぼ同様な TM 要素別発現
比率であることが確認できた。この際、分析
の信頼性を高めることを目的とした、要素判
定規約の精緻化も進めた。さらに、同じ手法
を用いて“議論の最終成果物”であるプレゼ
ンテーション資料分析にも適用可能かを検
証し、その可能性が示唆された。 
○ GMSS におけるファシリテーターの介在
に関する研究 
ICT ツールを用いた議論で「参加型ファシ

リテーター」のような役割をデザインし、議
論の活性化を促す「ファシリテーターの介入
方法」について研究した。 
平成 23 年度は、GMSS 上の議論でファシリ

テーターが存在する効果を検証した。参加者
にファシリテーターの役割説明を行い、役割
を担った受講生のほうが積極的な議論への
関わりが見られ、グループ全体としても議論
が活性化する傾向が見られた。議論開始前に
ファシリテーターの自覚を促す説明が議論
活性化に有効である可能性が示唆された。ま
た、先行研究調査により、本研究（GMSS）に
おけるファシリテーターの定義化を行った。 

平成 24 年度は、参加型ファシリテーター
の介在に関する研究を行った。本研究（GMSS）
におけるファシリテーターの定義に基づい
た“参加型ファシリテーター”の学習者への
概念提示による実証研究を行い、学習者の参
加型ファシリテーターの役割理解が個人及
びグループの学習結果に影響している可能
性が示唆された。また、介入方法として、実
行プロセス支援・関係性構築支援・一学習者
という参加型ファシリテーターの役割と導
入デザイン案を示した。 
平成 25 年度は、ファシリテーターの介在

に関する研究として、議論の活性度合いの測
定を目的に、過去の発言実績の定量分析を行
い、学習履歴の分析と評価基準を作成した。 
平成 26 年度は、ファシリテーターの介在

に関する研究に関連し、(1)発言内容の分析
（定性分析）にもとづく GMSS ユーザの発言
種別選択の正しさの検証（定量分析）、(2)議
論のファシリテーションを示す新たなメッ
セージタイプ（ファシリテーション、その他
コメント）の影響の検証を実施した。その結
果、 
 (1)発言内容の分析においては、4 種類の

種別変更の分類（種別変更 1：コメントから



意見へ、種別変更 2：意見からコメントへ、
種別変更 3：意見から別種の意見へ、種別変
更 4：コメントから別種のコメントへ）にも
とづき検証を行い、約 8割のユーザが正しい
発言種別の選択をしていることを確認した。 
 (2)メッセージタイプ「ファシリテーショ

ン」の影響分析においては、ファシリテーシ
ョン発言の有無が議論の活性化（発言数およ
び発言階層得点）に関係（議題の発言数との
相関係数 0.763（有意確率（両側）p<0.05））
し、コメント発言やファシリテーション発言
を使い分ける参加型ファシリテーターのタ
イプが観察された。 
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